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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・工藤　禮子様～昨日からの血圧の状態を報告し、低値が続いている事から、バルサルタンOD(40)1Tは中止、フロセミド(20)2Aの静注は優先的に実施の指示を受ける。
・飯岡　裕子様～疼痛時）カロナール(200)2T　10回分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。スタッフへの話し掛けも執拗さは無く、適度に話を切りあげる事が出来ている。他者交流も見られているが、トラブル無く過ごされている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後1時間の開放観察実施。開放と同時にホールへ出て他者のコップを取り洗面台で飲水する。その後は直ぐに自室へ戻るが、また出ては他者のコップで飲水を繰り返す。粗暴行為はないが、奇声を発し、眼光鋭い事から他者より不安を訴える言動あり。各時間とも20分程度で開放観察終了している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～時間隔離中(20時～6時)。来詰する頻度は減少しているが、自分は保健師の資格がある、統計学の新しい研究者であるという妄想的な言動をやや長々と語っている。多飲水傾向も持続しており介入している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・飯岡　未来様～拒薬や点滴、更衣等の清潔ケアも拒否的な行動あり。朝食を配膳時は小声で何かを呟きながら、部屋から逃げるように出ていき拒食する。
・木村　格治様～穏やかに過ごされており、高圧的な言動や態度は見られていない。昼食後のアローゼン1包拒薬あり。妄想的な言動は聞かれていない。
・木村　茂様～各食1/4程度摂取する。拒薬することもなく、点滴時も易怒的となる事なく終了している。処置も円滑に行い表皮剥離は軽減している。皮下出血の範囲は同様に両側の前腕部全体的に見られている。
・飯岡　裕子様～バイタルサイン異常なし。8:00オキシコドン(5)4cap内服。体動時、腰から両下肢まで激痛が走ると話す。フェイススケール③～④との事。顔色不良持続。悲観的な言動はない。
・笹川　清様～体温37.7℃～36.8。他バイタル異常や酸素飽和濃度低下はない。体熱感
ありクーリング継続。経管栄養のトラブルはない。痰鳴ないが吸引時白色
痰引けている。声掛けにスタッフ追視しているが発語はない。体動活発。
・内城 弘二様～本日、退院前に頭部CTを実施。結果、慢性硬膜下血腫の増大が認められ、主治医の指示にて、急遽、病院受診の運びとなる。むらかみ脳神経クリニックより、左慢性硬膜下血腫の診断受け、手術適応との事で、6/29（月）9：00八戸赤十字病院脳神経外科受診の為、当院8：30退院となる。（予約済み）それまでに急変等があるようならば、同院を受診させて下さいとのお返事あり。本人様は診断結果を受け、特に気落ちした様子なく話掛けには笑顔。不調の訴えはない。
＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～PSWからの情報提供。
6/22、父親が洗濯物を取りに来るとの話があり、対応。
先日主治医が作成した措置解除についての面談を行いたいとの内容の手紙は届いており、内容についても確認していると話している。また続けて、「面談って言ったって、結局前と同じことになるんだぞ、それでもいいのか？」「退院させられたら、今度こそ大きな事件になる。入院前に『家族みんな皆殺しにしてやる』とも言われているんだぞ」「先生もおかしい。何でこんなタイミングで解除になるんだ！」など話している。措置入院を解除してもすぐには退院とはならないこと、入院前と現在の状態は異なっていること等と伝えるも、納得せず、さらに興奮し措置解除については頑なに拒否されている。最終的には、「大きな事件を本人が起こしたって、先生が殺されるわけではないだろ。俺たちが殺されるんだよ。それなのに解除なんてむりだろ」と話している。当院が措置を解除するのであれば、納得いかないから保健所や県知事にも直接直談判する等と話しており、保健所や県知事に直接相談して頂いても構わないことは説明。その上で、今回主治医からお手紙との形で相談を行い、内容を確認したのであればどのような形でも良いため、お返事を頂きたかったことを伝える。また、面談自体を拒否されることや措置解除自体も家族としては認めないとの家族の意向で良いかを確認したうえで、父親から了承頂く。当院としても主治医や院長も含めて相談をしていくことを伝え、終話している。
本人は、苛々を訴え、頓服薬の内服が続いているが、他者トラブルには至らず経過している。
